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12月～３月の貸出日について

☆12月１日（水）～12月22日（水）　１時限～６時限※屋外は４時限まで

☆１月11日（火）～１月15日（土）　　　　〃　　　※屋外は４時限まで
※12月23日（木）より１月10日（月）までの期間は貸出を行いません。

※１月16日（日）～３月21日（月）までは貸出を行いません。

春季休業中の貸出日について

☆３月22日（火）～４月11日（月）　１時限～４時限のみ
※上記日程の受付は、一週間前より学生課にて先着順で行います。

※春季休業中の土曜・日曜・祝日は貸出を行いません。

※３月17日（木）～４月４日（月）〈：予定〉の期間は卒業式・入学式準備等のため、G2ア 

　リーナの貸出を行いません。

スポーツ施設貸出について（多摩キャンパス）

春季契約宿舎宿泊受付のご案内

ゼミ合宿等に
最適！

　中央大学には、２つのセミナーハウス（大学寮）があり、授業・研究や課外活動の利用に供
していますが、春季・夏季は、ゼミやサークル等の合宿が多いため、大学が利用契約を結んだ
民間のホテル等を割安料金で利用できるようにしています。是非ご利用ください。
　中央大学の学生として責任ある行動を心がけ、マナーを守って想い出深い合宿にしましょう。
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《申込方法》

①１１月２６日～１２月７日まで学生課にて申込書を配付します。
⑴利用日程　⑵人数　⑶会議室利用の有無等を第８希望まで記入していただきます。
　抽選を行うための大切な申込書となりますので、できるだけ多くの欄に記入してくだ
さい。

②１２月７日１８：００までに学生課窓口時間に受付ＢＯＸへ申込書を投函して
ください。
８日９：２０から、７１０２号室にて、公開抽選を行います。
組んでいく順番決定のための抽選となりますので、宿泊先等の詳細は２１日の発表まで
お待ちください。
◆【８日は参加必須ではありません】

③１２月２１日昼休み抽選結果を７２０５号室で発表し、当選団体には手続書類の
配付と説明を行います。
※ホテル備品・施設等の詳細なお問い合わせ（要望事項等）は、関係者に直接質問できる
この場でお寄せください。

④当選した団体の手続書類提出は、１月１７・１８日の昼休みに学生課にて受付
　ます。
　　【書類提出は、上記期間中の昼休み時間帯ですので、ご注意ください。】

春季契約宿舎 宿泊受付予定施設は、こちらの７つです♪
①石和びゅーほてる （石和）
②ホテル花いさわ （石和）
③箱根高原ホテル （箱根）
④富士ビューホテル （河口湖）
⑤ルネッサ赤沢 （伊豆高原） ※コテージ型式
⑥ホテルサンシャイン鬼怒川 （日光）
⑦湯沢ニューオータニホテル （越後湯沢）

★ 利 用 料 金 ★
 3,500円　（１泊2食付 消費税等込）
 いずれの日も昼食は別料金です。
★ 開 設 期 間 ★
 ２～３月の春休み期間
 詳細は、学生課掲示板等でご確認ください。

セミナーハウス（大学寮）ご利用の場合は、 通常どおり学生課窓口時間にていつで

も受付しています ! 利用料金は、契約宿舎より更に割安の（１泊３食付2,000〜

2,500円）です !

中央大学学生課    042−674−3474
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学生部の窓口時間のお知らせ
多摩キャンパス

期　　　　間 窓　口　時　間

学　　　生　　　課　　・　　厚　　　生　　　課

　　　　　～12月25日㈯　 月～金　　９：00～18：00
土　　　　９：00～12：00

１月６日㈭～１月17日㈪　
月～金　　９：00～18：00
土　　　　９：00～12：00
　※１/14㈮は、９：00～12：00、13：00～17：00

１月18日㈫～２月３日㈭　 月～金　　９：00～17：00
土　　　　９：00～12：00　

２月４日㈮～３月31日㈭　 月～金　　９：00～12：00　　13：00～17：00
土　　　　９：00～12：00

学　生　相　談　室

　　　　　～12月25日㈯　 月～金　　10：00～18：00　（月曜日17：00迄）
土　　　　10：00～12：00

１月６日㈭～２月３日㈭　 月～金　　10：00～18：00　（月曜日17：00迄）
土　　　　10：00～12：00

２月４日㈮～３月31日㈭　 月～金　　10：00～17：00
土　　　　10：00～12：00

後楽園キャンパス

理工学部学生生活課

　　　　　～12月25日㈯　 月～金　　10：00～18：00
土　　　　10：00～12：00

１月８日㈯～１月13日㈭， 
１月15日㈯～１月18日㈫　

月～金　　10：00～18：00
土　　　　10：00～12：00

１月14日㈮，　　　　　　
１月19日㈬～３月31日㈭　

月～金　　10：00～17：00　　
土　　　　10：00～12：00

理工学部学生相談室

　　　　　～12月24日㈮　 月～金　　10：00～17：00　（水曜日17：30迄）
土　　　　10：00～12：00

１月８日㈯～３月31日㈭　 月～金　　10：00～17：00　（水曜日17：30迄）
土　　　　10：00～12：00

※窓口時間を変更する場合には、事前に各課窓口やホームページでお知らせします。
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投書方法
①中央大学ホームページのオピニオンカードメールフォームによる投書

メニュー⇒「学生生活・就職」⇒「学生生活サポート」⇒「オピニオンカード」

②Ｅメールによる投書

下記のアドレスに意見・提案を送信してください。その際、次の事項を必ず記

入してください。

１． 意見・提案

２． 氏名

３． 学籍番号

４． 回答希望の有無（回答を希望する場合は、連絡先を記入してください）

③専用用紙による投書

オピニオン・ボックスに添付してある専用用紙に意見・提案を記入し、投函

してください。

＜オピニオン・ボックス設置場所＞

　多摩キャンパス：学生課・各学部事務室・学友会事務室

　後楽園キャンパス：理工学部事務室・理工学部学生生活課

学生部は、大学と学部学生の皆さんとのパイプ役を果たして
いますが、その一環として一人ひとりの意見、考えそして提
案を広く聞き、充実した大学を創るために学部学生を対象と
した「オピニオン・カード」を受け付けています。
ぜひ、活用してください。

Eメールでの受付

opinioncard@tamajs.chuo-u.ac.jp

 みな
さんの

声をお聞かせ下さい！
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　学生部では、定期的に「ＡＥＤ利用講習会」を実施しています。ＡＥＤ（自動

体外式除細動器）とは、けいれんし血液を流すポンプ機能を失った状態（心室

細動）になった心臓に対して、電気ショックを与え、正常なリズムに戻すため

の医療機器です。2004年7月より医療従事者ではない一般市民でも使用できる

ようになり、中央大学でも、構内にＡＥＤが設置されています。しかし、設置

されていても必要なときに使えなくては意味がありません。「ＡＥＤ利用講習

会」では、ＡＥＤに関する正しい知識と急病人への対処の仕方について学びま

す。2010年度は5月～ 7月、10月～ 12月に月１回のペースで実施しました。

　また、11月6日（土）に実施されました「中大リレーマラソン」の「企画・運営」

担当である河田ゼミの学生も大会前に講習会に参加して頂きました。今後も引

き続き「ＡＥＤ利用講習会」「ＡＥＤ展示会」を実施する予定ですので、奮っ

てご参加ください。実施日時などの詳細は、学内掲示や大学ＨＰをご覧くださ

い。

ＡＥＤ利
用講習会を実施しました！！ＡＥＤ利
用講習会を実施しました！！ＡＥＤ利
用講習会を実施しました！！

講習会は実技を中心に行います。
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災害救援ボランティア講座 ―参加者の声―
中央大学学生部

学生部では、前期試験が終了した直後の２０１０年８月２日（月）、３日（火）、４日（水）の３日
間『災害救援ボランティア講座』を実施し、２５名の学生が参加しました。この講座は「災害時、

わが身と家族の命を守る」ため、実践的な防災の基礎知識と応急手当を学び、ひいてはボランティ
ア活動の活性化に繋げることを目的とし、３日間、応急手当活動（東京消防庁による上級救命講習）、
災害模擬体験と実技（消火訓練･地震体験･煙体験）、災害・防災について（講義・グループワーク等）
の講座に熱心に取り組み、修了者には、災害救援ボランティア推進委員会より「セーフティリーダー
認定証」が、東京消防庁より「上級救命技能認定証」が、それぞれ交付されました。
講座を修了した参加者の声をご紹介します。

66666666666666666666666666666666666

私の住む地域は立川で、近くに立川断層が
ありとても危険であることを知っています。

もしその活断層による災害が起こったら、大変
な被害が出ると思われます。そういった事態に
私は今回学んだ技能などを活かし、地域に対す
るボランティアとして活躍できたらな、と思い
ます。３日間で学んだことはとても役に立つと
思います。３日間ありがとうございました。
 （経済学部・女性）

今回の講座で初期消火の重要性と、自助・
共助の必要性を学びました。このようなこ

とを学ぶことができたのは、確かに良いことで
はありますが、その知識を地域住民に伝え、促
進させて初めて効果があることだと考えます。
なので、今後、まずは自宅、次に隣へというよ
うに少しずつ知識・技能を広めていく活動をし
たいと考えています。すばらしい講座を開いて
いただき、ありがとうございました。
 （商学部・男性）

この講座を受ける前は、災害救援の知識も
あまりなく、もし災害が起こったら自分の

感情だけで行動してしまっていただろう。人を

消火活動訓練を体験
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助けたいという気持ちばかりが先走りして周り
の安全確認もせずに現場に行き、逆に自分の方
がケガをしてしまっていたかもしれないという
ことに気付くことができた。正しい知識を持っ
て救援やボランティアを行わなければ、被害を
さらに大きくしかねないというのを肝に銘じた。
実際にボランティアを行いたい場合、どこに申
し込みをすればいいのかなど具体的な手順を知
ることができたので、積極的に参加したい。
 （文学部・男性）

今後起きるといわれている大都市の災害に
そなえるための知識や技能を身につけるこ

とができた。今後は何かあった時に、適切な対
応をとり、少しでも被害を減らせるように、今
回の講座を活用していきたい。今回の講座に
よって、様々な緊急時に対応できる知識をつけ
ることができた。目の前で何かあった時に、何
もできずにただ見ているだけの人になりたくな
いと思ってこの講座を受けたので、その目的を
達成することができ、とても満足しています。
 （総合政策学部・女性）

実際、今まで災害をテレビのニュースなど
で見ることはありましたが、どこか他人事

のような気持ちがありました。今回、災害につ
いての知識を学んで、これからもし災害が起き
た時にどうすれば良いのかということを考える
良い機会になりました。災害が起きた時に、被
害をなるべく減らすためには、やはり予備知識
が必要だと思いました。この講座で学んだこと
を忘れずに、また、周りの人へも伝えようと思
いました。 （文学部・女性）

「災害」というものについて、その怖さや、
被害の程度、災害時にどんな行動をとるべ

きなのか…など、多くの知識を身につけること
ができ、大変有意義な３日間となりました。こ
れを機会に、家族と「災害への対策」「災害時の
行動」等について話し合ってみたいと思います。
今回の講座で見につけた知識・技能を、災害が
実際に起きてしまった時にも、落ち着いて活用
し、少しでも周囲の人々の役に立てれば良いな
と思いました。 （経済学部・女性）

震度７の揺れを体感
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災害が発生した場合に
自分が何をすべきか、

今まで全く分からなかった
が、今回の講習を通じて多
少なりとも学べて良かった。
大地震を経験したことがな
いので、どういう状況にな
るのか、正確には予想でき
ませんが、今回の体験を活
かせればなと思います。火
は小さなうちに消し、自分
の身は自分で守り、消防の
方の負担を少しでも減らす
ことによって被害が最小限
に抑えられると思います。
災害時、冷静でいることは
大変難しいと思いますが、
日頃から意識し続けること
で、災害時の行動は変わると思います。一人一
人の意識が大切だと思うので、今後も技術を身
につけられるよう、講習等にも積極的に参加し
ていきたいなと思いました。
 （法学部・女性）

私は将来、報道機関で災害対策に取り組む
ことを希望しているので、今回の受講は非

常に有意義なものになった。今までは災害が発
生しても見守るだけだったが、これからは予防
や実際のボランティア活動に取り組みたい。知
識だけでなく、ボランティアとして災害対策に
取り組む、勇気やきっかけをくれた講習だった。
 （法学部・男性）

１日目の施設見学の際、レスキュー隊の方
がおっしゃった一言が、僕の脳裏に今も

やきついている。曰く“防犯は皆気を使うのに、
防災はそうでもない。未だ防災は、行政のやる
ものだ、と思われているようだ。”強く共感する
とともに、自分もまた、防災を人任せにしてい
る人間の一人である、とも思った。今後におい
ては、自らあるいはコミュニティにおいて、防
災を自主的に行う人間でありたいと思う。と同

時に、何かあった時には行政に協力できるくら
いの知識訓練を継続したい、と思った。　
 （法学部・男性）
倒れている人がいるとき、災害があったと
きなどに、積極的に行動する自信がついた。

講習を受けたからには、そうしなければいけな
いと思う。消防署の方の話を聞いたり、見学が
できたことも、良い経験になった。この講習に
より、知識はもちろん、更なる向上のための情
報を入手しようと思うようになった。また大学
外のものに参加しようと思う。
 （経済学部・女性）

ボランティアには全くといっても過言では
ないほど今まで興味が湧かなかったし、自

分が被災者になるということも考えたことすら
なかったが、今回実際に震度７の地震を体験さ
せていただいたり、映像を見たりしている内に
他人事ではないということ、そしてボランティ
アがどれだけの役割を果たせるかということを
理解した。今後ボランティアをたくさんの人に
知っていただいて、意識をあげていきたいと思
う。まずは自分自身から関心を持っていきたい。
 （総合政策学部・女性）

ハイパーレスキュー隊の訓練場を見学
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上 級 救 命 講 習 に 参 加 し て
 商学部 4年　栗山　政誠　　

　８月３日、私は中央大学が主催する「上級救
命講習」に参加させて頂いた。この講習に参加
したきっかけは人の命を救う手助けが私に出来
るのであればその方法を学びたかったからであ
る。街には AED（自動体外式除細動器）が当た
り前のように普及した今、果たしてその機器の
使用方法を知っ
ている方はどの
くらいいるのだ
ろうか。いくら
救急救命の設備
が整ってもそれ
らを適切且つ迅
速に使用出来な
ければ命を救う
ことは出来ない。
だからこのよう
な講習は非常に
意味のあるもの
であるように感じる。
　講習には、東京救急協会の方に来て頂き、心
肺蘇生（胸骨圧迫・人工呼吸）や AEDの使い方、
応急手当ての方法等、テキストを用い分かり易
く指導して頂いた。また、テキストだけではな
く実際の場面を想定し成人の模型で救命措置の
演習を行った。しかし救命措置を必要とする人

が必ずしも成人とは限らない。その為、講習で
は乳幼児の場合や子供の場合を想定した演習も
行われた。乳幼児は成人の場合と比べ肺や骨が
発達段階で胸骨圧迫の際の力加減は非常に難し
いと感じた。また、三角巾を用いた骨折や捻挫、
火傷等の応急手当の仕方もとても勉強になった。

　非常に印象に
残った指導員の方
の言葉がある。「命
を救うには勇気が
いる。」目の前で救
命措置が必要な方
と遭遇した時、勇
気を持って人を助
けようと思うこと
が出来るか。それ
が先ず人の命を救
う第一歩である
と。この講習を通

して命の大切さ、尊さを再認識することが出来
たのと同時に今後、私が生きていく中でもし自
分の前に救える命があれば必ず助けたいと心か
ら思うようになった。それは東京救急協会の方
が分かり易く丁寧に指導して頂いたお蔭である。
このような講習を開いて頂いた方に感謝したい。
ここで学んだことを活かし今後の人生を歩んで
いきたい。
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賞 氏名 学部 学年 作品名 分野

学長賞 向笠　友理 経済学部 ３年 黙 書

特別賞 二瓶佐知子 文学部 ４年 Cartes 写真

特別賞 尾形茉依奈 法学部 ２年 美味 書

特別賞 平岡佐和子 法学部 ２年 篆書千字文 書

特別賞 池田　博美 経済学部 ２年 距離感 写真

特別賞 斎藤　　稜 文学部 １年 プロトタイプ１号 彫刻

中央大学 アートフェスティバル（CAF） 
受賞作品一覧

【学長賞】  黙       【特別賞】 Cartes 【特別賞】  美味

【特別賞】  篆書千字文 【特別賞】 距離感 【特別賞】  プロトタイプ1号 

※上記受賞者には、後日表彰式にて、表彰状および賞金が贈られました。
※ご出展頂いた作品は（上記受賞作品を含む）、11/4~15まで図書館１Fに展示され、ご覧になった
方々よりコメントも多数頂くなど、本年度も大変好評でした。
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